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暑さが厳しい季節になりました．今号の特集は，「臨床現場で

の脳・脊髄連関」です．実は臨床現場での脳と脊髄疾患診断の

ピットフォール集でもあります．なるほどと思えることが多い

好企画と感服しました．また，今号で特に目を引いたのは，岡

田英次朗先生，松本守雄先生共著の「MRI における頸椎加齢性

変化に関する縦断的研究」です．このレビューは，MRI を撮像

した無症候性健常者と外傷性頸部症候群の患者さんの大規模な

コホート研究で，約 10 年後に MRI を再度撮像した所見の変化

を観察した研究が基盤になっています．そして慶應義塾大学整

形外科のすばらしい成果がレビューされています．

私たちは，日常診療において比較的簡単にMRI をみて加齢性

変化について説明していますが，「EBM はありますか？」と質

問されて堂々と説明できるでしょうか．実はわかったようでわ

かっていないのが，MRI の所見でした．彼らの研究成果で，以

後少しは自信をもって説明できるようになった気がします．

MRI の人類に対する貢献は大きいですが，いまだ値段の高い検

査であることに変わりはありません．日本はおそらく患者さん

が実際に負担する金額では，世界で一番安い価格でMRI が撮像

されていると考えます．しかし，脱出椎間板ヘルニア塊の自然

消失を確認しようとすると，患者さんは値段の高い検査で，撮

像にも予約する手間と撮像時間がかかること（撮像時間は導入

当初よりかなり短くなりましたが）ともう痛くないからと，辞

退されることが多いのも現状です．その意味でも，しっかり十

分な研究資金を確保して，粘り強く縦断的にMRI を撮像した関

係諸氏のご尽力には脱帽します．そして，その他の研究結果と

合わせ，このレビューを掲載していただいた松本守雄先生には

読者のひとりとして心から感謝しています．

今から 20 数年前に MRI を用いて転移性脊椎腫瘍の術後再発

を検討する論文を欧米誌に投稿した際，すぐにレジェクトのお

返事をいただきました．「このような高い検査である MRI を複

数回撮像するような不経済的な論文は，社会的に問題があり掲

載できない」という理由でした．今，現実には手術時 MRI の

アーチファクトの少ないチタン合金製インプラントを使用して

術後の再発を見張ることは当たり前のことになりました．この

ようなことも思い出しながら，拝読させていただきました．

今年の夏の暑さは例年に増して厳しそうですが，読者の皆様

お体ご自愛ください．

（徳橋泰明）
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